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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水吐出管に装着して吐出する水を節水する節水コマであって、
　内部に水流の通り道となる隙間を備え、前記隙間から下流側に加速水流が打ち出される
水流形成部と、
　前記水流形成部から打ち出された前記加速水流を流し出す筒体と、
　前記節水コマが少なくとも、前記筒体が設けられている第１の部材と、その他の第２の
部材とから構成され、前記第１の部材と前記第２の部材を相対的に移動させる可動機構と
、
　前記可動機構とは別に、前記第１の部材と前記第２の部材の壁面同士を沿わせつつ、前
記可動機構の移動方向と同じ方向へ移動するようにガイドするガイド部を備え、
　前記第１の部材に前記第２の部材の前記筒体を貫通するように貫通孔を設けておき、前
記ガイド部が、前記第１の部材の前記貫通孔の内周壁面と前記第２の部材の前記筒体の外
周壁面同士を沿わせつつ、前記可動機構の移動方向と同じ方向へ移動するようにガイドす
るものであり、前記可動機構による前記第１の部材と前記第２の部材の相対的な移動方向
が前記ガイド部によって正確に導かれるように支援する節水コマ。
【請求項２】
　前記加速水流の通過場所として水流管の途中に設けられ、前記加速水流が流れ込んだ状
態でも空気が充満された状態が保持される空気キャビティと、
　前記空気キャビティに対して外気を導通する導通孔を持つ通気路と、
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　前記導通孔から前記空気キャビティ内に吹き込まれる空気を前記加速水流に対して巻き
込ませることにより泡沫水を形成する泡沫水生成手段を備え、流出水を泡沫水として流出
させる請求項１に記載の節水コマ。
【請求項３】
　前記節水コマの構造物として、前記水流および加速水流の通り道となる内部空間浸水構
造物と、前記水流および加速水流には触れない非内部空間浸水構造物に分類したとき、前
記可動機構と前記筒体の外周壁面と前記ガイド部が前記非内部空間浸水構造物に属し、そ
れらが水に触れない構造物としたことを特徴とする請求項２に記載の節水コマ。
【請求項４】
　前記筒体が複数あり、前記水流形成部から打ち出された前記加速水流を分流して流し出
す複数の筒体であって、複数ある前記筒体に対応して前記ガイド部が複数設けられている
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の節水コマ。
【請求項５】
　前記ガイド部が、前記筒体に対応するように貫通孔を設けた金属板であり、前記貫通孔
が前記筒体の外周壁に沿う内周壁を備えたものであり、前記金属板が前記貫通孔に前記筒
体を通すように配設され、前記可動機構により前記金属板が前記筒体の軸と平行に相対的
に移動することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の節水コマ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、水道の蛇口（一般用水道蛇口のみならず、実験室用の水道蛇口等の
特殊用途のものも含む）や、シャワーヘッド等の水吐出管に装着して、この水吐出管から
吐出する水を節水する節水コマに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から一般家庭や商業施設などにおいて節水が求められている。節水手段の一つとし
て、水道の蛇口等の水吐出菅に節水コマを装着する技術が知られている。
　従来技術における節水コマによる節水は、大きく分けて２つのタイプに分かれる。
【０００３】
　第１のタイプは、水道の蛇口等の水吐出菅の奥の方に取り付けて管内で水圧に対する抵
抗体となって水道の蛇口から吐出する水の水圧を低下させるものである。このタイプの節
水コマを用いた場合、蛇口をひねって開栓量を大きくしてもいわゆる“ちょろちょろ”と
しか水が出ないものとなる。
【０００４】
　第２のタイプは、水道の蛇口等の水吐出菅の出口付近に内装または外装するものでその
流出径が小さく絞られており、水の流出量を強制的に絞るものである。このタイプの節水
コマを用いた場合、蛇口をひねって開栓量を大きくすると水流が勢いよく吹き出すものの
いわゆる細い水流であり全体の流出量としては小さく抑えられるものである。
【０００５】
　また、従来から一般家庭や商業施設などにおいて泡沫水が求められている。泡沫水は手
を洗った際には優しい手触りであり、ガラス類や陶器類を洗った際にも優しい水流である
ためにガラス類や陶器類を傷づけるおそれがなく重用されている。また、泡沫水は洗浄の
際にガラス類や陶器類に当たっても跳ね返りがほとんどなく、周囲に水を飛ばしたり周囲
の環境に影響を与えるおそれがないので、一般家庭のみならず、駅や公共施設の水道蛇口
、研究施設の実験室での水道蛇口等、幅ひろく用いられている。
【０００６】
　例えば、節水コマとしては、水吐出管の出口付近を塞ぎ、流入側の上面から流出側の下
面まで貫通する貫通孔を開けた構造のものが一般的である。このような節水コマを取付け
ると、水の流出は吐出管の口径より小さい口径の貫通孔を経由するため、水の流出量が制
御されて節水効果が出る。貫通孔の本数は中央に１つ設けたものもあれば、２つまたは３
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つ程度を適度に配置したものもある。
【０００７】
　例えば、特開平９－０９５９８５号公報に開示された節水コマでは、円柱状のコマ本体
と、このコマ本体の水流入側端面から他方の水流出側端面に渡って形成された少なくとも
３本の貫通孔とを有し、これらの貫通孔を、コマ本体の水流入側端面から水流出側端面に
向けて相互の間隔が広がるように形成した構成となっている。また、コマ本体の水流入側
の縁端には大径のフランジを一体形成しておき、水道蛇口等の内部に固定できるようにな
っており、３本の貫通孔はコマ本体の水流入側端面に形成され、貫通孔の流入口は同心円
状に等角度間隔で配置し、貫通孔の流出口も同心円状に等角度間隔で位置する工夫などが
開示されている。
【０００８】
【特許文献１】特開平９－０９５９８５号公報
【特許文献２】特開２０００－１０４３００号公報
【特許文献３】特開２００７－１５４９７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　従来技術における節水コマには以下に示す問題があった。
　従来技術における節水コマには以下に示す問題があった。
　第１のタイプの節水コマは、節水効果自体は確実に上がるが、蛇口から水がいわゆる“
ちょろちょろ”としか出ないため、実際の使用に際しては用に立たないものであった。手
を洗うという目的から見て、いわゆる“ちょろちょろ”としか出ない水では手を十分に洗
えるものではなく、利用者に不便な思いをかけるだけの結果となってしまう。
【００１０】
　第２のタイプの節水コマ、例えば、特開平９－０９５９８５号公報に示すような節水コ
マには以下に示す問題があった。この従来の節水コマは、水吐出管の口径より小さい口径
の貫通孔を経由するために、水の流出径は確かに小さくなるものの、かかっている水圧は
大きいため、小さい径の貫通孔から流出する水流は強くなり、使用に支障が生じる程に強
くなってしまうという問題があった。つまり、小さい径の貫通孔から激しく強い水流とな
ってしまい、手をかざすと痛いくらいの細く激しい水流となってしまうおそれがあった。
一般家庭の水道蛇口に取り付けると手洗いなどには不向きなほど強くなってしまう場合が
あり、実験室の水道蛇口に取り付けると実験器材などを洗うにも不向きなほど強くなって
しまう場合があった。
【００１１】
　いわゆる第１のタイプも第２のタイプも、水道の水圧変化や目標とする節水率に合わせ
て、節水コマの絞りを調整する必要が生じる。
　従来の節水コマの多くは、節水コマの絞り機構が筐体の内部に内蔵され、水道蛇口に取
り付けた状態では外部から調整できないものがほとんどである。このように節水コマの絞
り機構が内蔵されたタイプのものは、節水コマの絞りを調整するために一度水道の蛇口か
ら取り外し、節水コマの上面部分や下面部分を解放した状態で内部の絞り機構を調整する
ものであった。このように節水コマの絞り機構が内蔵されたタイプのものは水道の蛇口に
取り付けた状態で動的に絞り機構を調整できないため、使用状況に応じて節水率を細かく
調整することには不向きで合った。
【００１２】
　従来の節水コマにおいて外部から絞り機構を操作できるものとして、特開２００７－１
５４９７５号公報がある。特開２００７－１５４９７５号公報は、同公報の図１０に示す
ように、吐出管部９を中継管部５に対して回転操作することにより、流水量の調整を時宜
に応じて行う流量制御弁が開示されている。これは、中継管部５の流出口が複数の孔を持
ち、制水板７の流出口が複数の孔を持ち、吐出管部９を中継管部５に対して回転操作する
ことにより両者の孔の重なる面積を変化させることにより通過する水量を調整するもので
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ある。その結果、外部から部材外周壁面を把持して回すことにより内部の部材に相対的な
回転運動を起こさせることができる。
【００１３】
　このように特開２００７－１５４９７５号公報の節水コマは外部から絞り機構を操作で
きるが、それは、節水コマ内部で部材同士を水平に回転させる相対的運動のみであった。
つまり、特開２００７－１５４９７５号公報の節水コマは、単純に貫通孔の面積を変える
のみであり、円柱状に流出する水流の径を動的に変えられるというものであった。
【００１４】
　発明者高野雅彰は、節水コマの開発に取り組んでくる中、節水コマ内部の絞り機構につ
いても多様な研究を重ねてきた。その中で、一般の蛇口に取り付ける節水コマのタイプで
節水率を上げるためには、節水コマ内において水吐出管の面積より小さい面積の貫通孔を
用いることは必要であるが、節水コマ内における貫通孔の面積を小さくしつつも、貫通孔
の形状を工夫すれば貫通孔から打ち出される水流の形を制御することは可能であることに
注目した。つまり、外部から部材を回したり押引したりして節水コマ内部の部材間に相対
的な運動を与え、絞り機構の形状を変えることにより多様な水流を形成することができる
ことに研究を重ねた。
【００１５】
　発明者高野雅彰が研究を重ねる中、節水コマ内部の部材間の相対的な運動として、水平
方向の相対的回転運動ではなく、垂直または斜めなど立体的な相対的運動により貫通孔の
形状を多様なものに制御できることに着目した。例えば、貫通孔の形状をスリット状の隙
間とし、貫通孔から打ち出される水を水流膜の形にすれば、節水コマの内部で様々な工夫
を施して良質な節水コマを得ることができるが、水流膜の厚さや形状を外部から調整する
ためには、節水コマ内部の部材間の相対的な運動として、垂直または斜めなど立体的な相
対的運動が必要となってくる。
【００１６】
　ここで、発明者高野雅彰は、外部から節水コマの外壁の一部を回転させると、節水コマ
内部の部材間において垂直または斜めなど立体的な相対的運動を起こす節水コマの開発に
取り組む中、以下の問題に直面した。それは、節水コマ内部において、部材同士がネジに
よって螺合されている場合、ネジの螺合を締めたり緩めたりすることで内部の部材は相対
的に移動するものの、ネジの加工精度の限界、また、ネジには滑らかに回転するため必ず
遊びが必要であることから、部材の移動をネジの螺合の緩急のみで精緻に制御することは
難しいという問題である。
【００１７】
　従来の特開２００７－１５４９７５号公報の節水コマのように内部の部材を単に相対的
に回転させるだけのものでは、高い精緻な動きも必要とされず、ネジの螺合の緩急による
精度で十分間に合う精度で良く、さほどの困難も伴わない。しかし、発明者高野雅彰が要
求する部材の動きは、節水コマ内部で部材の隙間として形成されるスリットの形状や幅や
角度を精緻に調整するものであり、ネジの螺合の緩急による精度よりも高い精度が要求さ
れるものであり、困難を伴うものである。
【００１８】
　上記問題点に鑑み、本発明は、節水コマを水道蛇口に装着した状態のまま外部から操作
することにより、高い精度をもって内部の部材を垂直方向の移動や斜め方向の移動や曲線
に沿った移動など立体的に相対移動させることができる節水コマを提供することを目的と
する。特に、内部の部材同士がネジによる螺合の緩急で移動する場合においても、高い精
度をもって内部の部材を立体的に相対移動させることができる節水コマを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　上記本発明の目的を達成するため、本発明にかかる節水コマは、水吐出管に装着して吐
出する水を節水する節水コマであって、内部に水流の通り道となる隙間を備え、前記隙間
から下流側に加速水流が打ち出される水流形成部と、前記水流形成部から打ち出された前
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記加速水流を流し出す筒体と、前記節水コマが少なくとも、前記筒体が設けられている第
１の部材と、その他の第２の部材とから構成され、前記第１の部材と前記第２の部材を相
対的に移動させる可動機構と、前記可動機構とは別に、前記第１の部材と前記第２の部材
の壁面同士を沿わせつつ、前記可動機構の移動方向と同じ方向へ移動するようにガイドす
るガイド部を備え、前記可動機構による前記第１の部材と前記第２の部材の相対的な移動
方向が前記ガイド部によって正確に導かれるように支援する節水コマである。
　例えば、前記第１の部材に前記第２の部材の前記筒体を貫通するように貫通孔を設けて
おき、前記ガイド部が、前記第１の部材の前記貫通孔の内周壁面と前記第２の部材の前記
筒体の外周壁面同士を沿わせつつ、前記可動機構の移動方向と同じ方向へ移動するように
ガイドするものであり、前記可動機構の前記移動方向が前記筒体の軸と平行になりやすい
ように支援するものとすることができる。
【００２０】
　上記構成により、可動機構による部材同士の移動に加えて、第１の部材の壁面と第２の
部材の壁面同士を沿わせることによりガイドとすることができ、少なくとも立体的な移動
方向において、２つの移動制御により移動方向を決めるため、高い移動精度が出やすい。
ここで、２つの移動制御のうち一方がたとえネジの螺合の緩急の可動機構であっても、他
方の移動制御である壁面、たとえば、筒体の外周壁面と貫通孔の内周壁面は高い精緻な加
工精度が出せるため、高い移動精度を得ることができ、高い精度をもって内部の部材を立
体的に相対移動させることができる。
【００２１】
　ここで、前記節水コマの構造物として、前記水流および加速水流の通り道となる内部空
間浸水構造物と、前記水流および加速水流には触れない非内部空間浸水構造物に分類でき
、前記可動機構と前記筒体の外周壁面と前記ガイド部が前記非内部空間浸水構造物に属し
、それらが水に触れない構造物とすることが好ましい。
【００２２】
　上記構成により、長期間にわたって蛇口に装着されたままとなる節水コマにおいて、移
動制御ポイントとなる可動機構と、前記筒体の外周壁面と前記ガイド部が共に水に接触し
ない構造とすることができ、スケールと言われる付着物の付着やサビの発生による腐食な
どによる精度劣化や可動しなくなるという不具合の発生を回避することができる。
【００２３】
　次に、上記構成の節水コマにおいて、さらに移動精度を出すために、前記筒体が複数あ
る構成、つまり、前記水流形成部から打ち出された前記加速水流を分流して流し出す複数
の筒体であって、複数ある前記筒体に対応して前記ガイド部が複数設けられている構成が
好ましい。
　このように筒体が複数本あり、それら複数の筒体の外周壁面に対して複数のガイド部に
よって同時に沿うように移動することにより、移動制御ポイントが、複数、つまり、可動
機構のポイントと併せれば、３つ以上となり、さらに高い精度をもって内部の部材を立体
的に相対移動させることができる。
【００２４】
　ガイド部の構成例としては、前記筒体に対応するように貫通孔を設けた金属板であり、
前記貫通孔が前記筒体の外周壁に沿う内周壁を備えたものであり、前記金属板が前記貫通
孔に前記筒体を通すように配設され、前記可動機構により前記金属板が前記筒体の軸と平
行に相対的に移動するものがある。
【００２５】
　次に、本発明の節水コマの原理を適用しつつ、流出する水流を泡沫水とすることも可能
である。つまり、上記構成に加え、前記加速水流の通過場所として水流管の途中に設けら
れ、前記加速水流が流れ込んだ状態でも空気が充満された状態が保持される空気キャビテ
ィと、前記空気キャビティに対して外気を導通する導通孔を持つ通気路と、前記導通孔か
ら前記空気キャビティ内に吹き込まれる空気を前記加速水流に対して巻き込ませることに
より泡沫水を形成する泡沫水生成手段を備えた構成とし、流出水を泡沫水として流出させ
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るものである。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明の節水コマによれば、少なくとも立体的な移動方向において２つの移動制御によ
り移動方向を決めるため、節水コマを水道蛇口に装着した状態のまま外部から操作するこ
とにより、高い精度をもって内部の部材を垂直方向の移動や斜め方向の移動や曲線に沿っ
た移動など立体的に相対移動させることができる。特に、２つの移動制御のうち一方がた
とえネジの螺合の緩急の可動機構で加工精度が出せないものであっても、他方の移動制御
である筒体の外周壁面とガイド部は高い精緻な加工精度が出せるため、高い精度をもって
内部の部材を立体的に相対移動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の節水コマ１００の一構成例を示す図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線で縦断面をとった節水コマ１００の縦断面図と、図１のＡ－Ａ線
で縦断面をとった場合の４つの部材に分解して示した図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線で縦断面をとった節水コマ１００の縦断面図と、図１のＢ－Ｂ線
で縦断面をとった場合の４つの部材に分解して示した図である。
【図４】第３の部材３０を外部から回動し、可動機構１３０を介して第１の部材１０と第
２の部材２０を相対的に垂直方向に接近・離隔させる動きを簡単に示した図である。
【図５】第１の部材の円板体１１が第２の部材のすり鉢上の口２１に対して相対的に上方
に移動している様子を示す図である。
【図６】本発明の節水コマ１００のガイド機能を簡単に説明する図である。
【図７】図６に示した節水コマ１００に水流を流した状態を示す図である。
【符号の説明】
【００２８】
　１００　節水コマ
　１０　第１の部材
　１１　円板体
　１２　導通孔
　１３　筒体
　１４　円板体
　１５　貫通孔
　１６　雄ネジ
　２０　第２の部材
　２１　すり鉢上の口
　２２　鍔状体
　２３　鍔状体
　２４　筒状体
　２５　外周壁面
　２６　傘状体
　３０　第３の部材
　３１　鍔状体
　３２　雌ネジ
　４０　第４の部材
　４１　鍔状体
　４２　雌ネジ
　１１０　水流形成部
　１１１　隙間
　１２０　筒体
　１３０　可動機構
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　１４０　ガイド部
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　本発明の節水コマの実施例を説明する。ただし、本発明の範囲は以下の実施例に示した
具体的な用途、形状、個数などには限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００３０】
　以下、実施例１は、本発明の節水コマ１００の構成例として、水道蛇口に装着した状態
のまま外部から操作することにより、内部の部材を垂直方向に相対移動させることができ
る節水コマの例を示す。内部の部材を斜め方向や曲線に沿って相対移動させるものも同様
に適用することができる。
　なお、可動機構が、ネジ機構であるが他の可動機構であっても良い。
　また、ガイド部が、第１の部材に設けた４つ貫通孔と、当該４つ貫通孔に貫通させた第
２の部材の筒体の外周壁面により構成した例としたが、当該組み合わせに限らず、第１の
部材の何らかの壁面と、第２の部材の何らかの壁面同士を沿わせて移動制御するものであ
れば本発明の原理は適用することができる。
【００３１】
　図１は本発明の節水コマ１００の一構成例を示す図である。図１に示した構成例は、水
流形成部１１０、筒体１２０、可動機構１３０、ガイド部１４０を備えた構造であり、節
水コマ１００は、第１の部材１０、第２の部材２０、第３の部材３０、第４の部材４０の
４つの部材から構成された例となっており、上面図、側面図、底面図が表わされている。
　なお、これらの第１の部材１０、第２の部材２０、第３の部材３０、第４の部材４０は
、図面上、各部材の一部の構造が当接し合ってそのままでは組み上げられないが、本発明
の原理を簡単に示すために少ない部材で説明するものであり、実際には各部材を分離可能
なようにさらに複数点の小部材で構成する必要がある。
【００３２】
　図２（ａ）は、図１のＡ－Ａ線で縦断面をとった節水コマ１００の縦断面図、図２（ｂ
）は、図１のＡ－Ａ線で縦断面をとった場合の第１の部材１０、第２の部材２０、第３の
部材３０、第４の部材４０を４つの部材に分解して示した図である。
　図３（ａ）は、図１のＢ－Ｂ線で縦断面をとった節水コマ１００の縦断面図、図３（ｂ
）は、図３のＢ－Ｂ線で縦断面をとった場合の第１の部材１０、第２の部材２０、第３の
部材３０、第４の部材４０を４つの部材に分解して示した図である。
　図４は、組み上げた状態の節水コマ１００を水道蛇口２００に取り付けた状態において
、第３の部材３０を外部から回動し、第１の部材１０と第２の部材２０を相対的に垂直方
向に移動させて接近・離隔させる調整を行う様子を示す図である。
　それぞれ図１、図２、図３、図４は、内部の構造が分かりやすいように縦断面として示
している。
　なお、図１、図２、図３、図４の図示において、節水コマ１００は縦軸を中心とした回
転体となっているが、筒体（内部空間２４、外周壁面２５）や、ガイド部１５は回転体で
はなく、図１の底面図に示したように４つ設けられたものとなっている。
　以下、まず、構成部品ごとに説明し、その次に、水道蛇口２００に取り付けた状態にお
いて、第３の部材３０を外部から回動し、第１の部材１０と第２の部材２０を相対的に垂
直方向に移動させて接近・離隔させる調整を行う仕組みを説明する。
【００３３】
　第１の部材１０は、図２（ｂ）、図３（ｂ）に示すような縦断面を持つ部材であり、上
部に逆円錐台状の円板体１１、その下部に延設された筒体１３、その下部に配設された大
きな円板体１４を備えている。さらに、筒体１３の側面には導通孔１２が設けられており
、大きな円板体１４には周回状に設けられた４つの貫通孔１５と、円周の縁に設けられた
雄ネジ１６を備えた構成となっている。
【００３４】
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　この例では、部品点数を減らすために、第１の部材１０に対して、後述する水流形成部
の一部、可動機構、ガイド部、導通孔の各構成を担う構造物を一体化して形成した構造例
となっている。
　なお、後述するように、第１の部材１０の４つの貫通孔１５はその形状と配設位置が第
２の部材２０の４つの筒体の外周壁面２５と、滑らかかつピタリと沿うように嵌合されて
組み上げられている。
【００３５】
　第２の部材２０は、図２（ｂ）、図３（ｂ）に示すように、上部にすり鉢上の口２１と
鍔状体２２が設けられており、その下方には鍔状体２３と、周回状に設けられた４つの筒
状体２４（外周壁面２５）を備えている。また、筒状体２４の内部には壁面には傘状に開
いた傘状体２６が設けられている。
　この例では、部品点数を減らすために、第２の部材２０に対して、後述する水流形成部
１１０の一部、空気キャビティ１２０、筒体１３０、導通孔１６０を確保するための筒体
２７の構成を担う構造物を一体化して形成した構造例となっている。
　なお、後述するように、第１の部材１０の４つの貫通孔１５はその形状と配設位置が第
２の部材２０の４つの筒体の外周壁面２５と、滑らかかつピタリと沿うように嵌合されて
組み上げられている。
【００３６】
　第３の部材３０は、図２（ｂ）、図３（ｂ）に示すように、鍔状体３１と内周に雌ネジ
３２を備えた回転体であり、図示のような縦断面を持つ筒状の部材である。雌ネジ３２は
水吐出管２００の外周に取り付けるアタッチメント部となる。また、鍔状体３１は、図２
（ａ）、図３（ａ）に示すように、第２の部材２０の鍔状体２３に係止する構造物となる
。
【００３７】
　第４の部材４０は、図２（ｂ）、図３（ｂ）に示すように、鍔状体４１と内周に雌ネジ
４２を備えた回転体であり、図示のような縦断面を持つ筒状の部材である。雌ネジ４２は
第１の部材１０の雄ネジ１６と螺合する部分となり、可動機構を形成する。また、鍔状体
４１は、図２（ａ）、図３（ａ）に示すように、第２の部材２０の鍔状体２２に係止する
構造物となる。
【００３８】
　水流形成部１１０は、内部に水流の通り道となる隙間を備え、隙間から下流側に加速水
流を打ち出す部分である。この構成例では第１の部材１０の円板体１１と第２の部材２０
のすり鉢上の口２１との隙間が水流形成部の隙間となる。
　この構成例では後述する図７に示すように、水流形成部１１０の隙間から水流膜として
打ち出され、それが周回している周回水流膜２１０となる。
【００３９】
　筒体１２０は、水流形成部１１０から打ち出された加速水流を流し出す筒体であるが、
この構成例では第２の部材２０の筒体２４（外周壁面２５）として４つ形成されており、
水流形成部１１０から打ち出された加速水流を分流して流し出すようになっている。なお
、後述するように、４つある筒体１２０に対応してガイド部１４０が第１の部材１０の貫
通孔１５として４つ設けられている。
【００４０】
　可動機構１３０は、筒体１２０が設けられている第１の部材１０と、貫通孔１５が設け
られている第２の部材２０を相対的に移動させる可動機構であり、この例では、第３の部
材に形成された雌ネジ３２と第１の部材の大きな円板体１４の外周に形成された雄ネジ１
６の螺合の緩急により第１の部材１０と第２の部材２０を相対的に移動させるものとなっ
ている。なお、可動機構１３０はネジの螺合の緩急以外の他の構成でも良いことは言うま
でもない。
【００４１】
　ガイド部１４０は、可動機構１３０とは別に、第１の部材１０と第２の部材２０の壁面



(9) JP 5762425 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

同士を沿わせつつ、可動機構１３０の移動方向と同じ方向へ移動するようにガイドするも
のである。可動機構１３０による第１の部材１０と第２の部材２０の相対的な移動方向が
、筒体２４の軸方向と平行であり、ガイド部１４０によって移動方向が正確に導かれるよ
うに支援することができる。移動方向が垂直な筒体１２０の外周壁面に沿った移動方向と
なる。
【００４２】
　この構成例では、ガイド部１４０は、第２の部材２０の筒体の外周壁面２５に対応する
ように第１の部材１０の貫通孔１５が設けられた金属板１４であり、貫通孔１５が筒体の
外周壁面２５に沿う内周壁を備えたものであり、金属板１４が貫通孔１５に筒体の外周壁
面２５を通すように配設されている。
　つまり、ガイド部によって、可動機構１３０による第１の部材１０と第２の部材２０の
相対的な移動方向が、筒体１２０の軸方向、つまり垂直方向と平行となりやすいように支
援する機能を発揮する。
【００４３】
　図４は、第３の部材３０を外部から回動し、可動機構１３０を介して第１の部材１０と
第２の部材２０を相対的に垂直方向に接近・離隔させる動きを簡単に示した図である。
　図５は、第１の部材の円板体１１が第２の部材のすり鉢上の口２１に対して相対的に上
方に移動している様子を示す図である。
　図６は、本発明の節水コマ１００のガイド機能を簡単に説明する図である。なお、図面
上、第１の部材１０の部分がわかりやすいようにハッチングを施している。
【００４４】
　まず、図４に示すように、この例では、第３の部材３０を外部から右側に回動させると
、第３の部材に形成された雌ネジ３２と第１の部材の大きな円板体１４の外周に形成され
た雄ネジ１６が螺合して締め合い、第１の部材１０全体がネジの螺合方向に沿って上昇す
る。ここで、本来の移動制御の精度としては、第３の部材に形成された雌ネジ３２と第１
の部材に形成された雄ネジ１６の加工精度に従うものである。
【００４５】
　しかし、本発明の節水コマ１００では、図６に示すように、第１の部材１０の４つの貫
通孔１５はその形状と配設位置が第２の部材２０の４つの筒体の外周壁面２５と、滑らか
かつピタリと沿うように嵌合されて組み上げられており、第１の部材１０全体が第２の部
材２０に対して相対的に移動する際、第１の部材１０の４つの貫通孔１５がガイドとなっ
て第２の部材２０の４つの筒体の外周壁面２５に沿って上昇する。ここで、第３の部材に
形成された雌ネジ３２と第１の部材に形成された雄ネジ１６の加工精度に比べて、第２の
部材２０の４つの筒体の外周壁面２５は正確に垂直に加工しやすく加工精度が高く、また
、第１の部材１０の４つの貫通孔１５の内周壁面は正確に垂直に加工しやすく加工精度が
高いため、極めて高い精度によって、第１の部材１０と第２の部材２０に対して相対的に
垂直方向に移動させることが可能となる。
【００４６】
　もともとネジは螺合するために、どうしても一定程度の遊びが必要であり、ネジの螺合
方向の精度は高くすることは困難であった。しかし、本発明の節水コマ１００では、もっ
と簡便に加工精度が出しやすい筒体の外周壁面と開口の内周壁面を用いて両者を沿わせつ
つ移動させ、一種のガイドとして用いることができ、移動方向制御の精度を得ることが低
コストでできる。
　このようなガイド機能により、可動機構１３０によって金属板１４が筒体２４の軸と平
行に相対的に移動することで移動方向制御の精度が高くなる。
【００４７】
　第１の部材の円板体１１が第２の部材のすり鉢上の口２１に対して相対的に上方に移動
ことにより、図７に示すように、水道蛇口２００から供給される水圧により、節水コマ１
００の内部において水流が形成される。
【００４８】



(10) JP 5762425 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　以下、節水コマ１００の内部での水流の流れと、本構成例では、節水コマ１００からは
結果として泡沫水が形成されて流出することを説明する。
【００４９】
　可動機構１３０の調整により、第１の部材の円板体１１が第２の部材のすり鉢上の口２
１には、水流形成部１１０の隙間１１１の幅が調整され、周回状のスリットとなっている
。この周回状のスリットである隙間１１１から打ち出された水流は、周回の膜状の水流膜
（周回水流膜２１０）となる。
【００５０】
　水流形成部１１０の隙間１１１に水流が流されると周回水流膜２１０が形成されるが、
周回水流膜２１０は周回方向に連続した立体的な水流膜となり、水流膜により周回水流膜
２１０の内側空間と外側空間が隔てられ、この構成例ではその内側空間は気密性が維持さ
れた密閉空間となっている。なお、この構成例では、図７（ｂ）に示すように、形成され
る周回水流膜２１０の形状は略逆円錐台形となっている。
【００５１】
　なお、周回水流膜形成部２１０によって節水効果も得られる。隙間１１１において吐出
される水量が絞られる結果、節水効果が得られることとなる。なお、本発明の節水コマ１
００では、水流中に多量の空気を巻き込んで空気含有量の大きな泡沫水を形成することに
より、実際の水量に対して、本発明の節水コマ１００から吐出される水の見た目の体積が
大きくなり、利用者の水使用感を落とすことがない。
【００５２】
　ここで、周回水流膜２１０が形成される場所であるが、内部空間は図７（ａ）に示すよ
うに、水流が形成され、節水コマ１００が使用状態となっても、常に空気が充満した状態
が形成される空気キャビティとなっている。空気キャビティは、周回水流膜２１０の形成
場所として水流管の途中に設けられた空気が充満した空間である。周回水流膜２１０の水
流が流れ込んだ状態でも空気が充満された状態が保持される空間となっている。この構成
例では、上部部分が、部材１０の筒体１３の外壁面と部材２０のすり鉢上の口２１の内周
壁面、下部部分が筒体２４の内壁面および傘状体２６上面で構成される空間が空気キャビ
ティとなっている。
【００５３】
　空気キャビティ内には、形成される周回水流膜の２１０の内側に位置する箇所に導通孔
１２が設けられており、外気より空気が供給される構造となっており、この空気キャビテ
ィには通気路２７および導通孔１２から常に空気が供給され、節水コマ１００が使用状態
となっても、常に空気が充満した状態が形成される。
【００５４】
　ここで、周回水流膜２１０は図７（ｂ）のような状態となるが、周回水流膜当接体とな
る傘状体２７に当接し、滑らかに外周方向へ拡げられる。周回水流膜当接体は、空気キャ
ビティ空間において周回水流膜２１０の下面に配設され、周回水流膜２１０の水流の方向
を変えるものである。この構成例では周回水流膜２１０を周辺側に拡げるように変えるよ
うにその位置や角度が調整されている。この構成例では、部材２０の傘状体２６が周回水
流膜当接体となっている。例えば、その位置は、打ち込まれてきた周回水流膜２１０の下
端が当接する位置に傘の上面が触れる位置であり、その角度は、当接した周回水流膜２１
０に緩やかに沿いつつ、更に周回水流膜２１０を周辺側に拡げるように中心側から外側に
向かって拡がる角度となっている。
【００５５】
　次に、節水コマ１００内において形成される泡沫水生成手段について説明する。泡沫水
生成手段は、周回水流膜２１０の水流の方向が変わることによって密閉空間が拡張される
箇所において気圧を下げ、当該箇所において周回水流膜２１０中に一気に空気を巻き込む
ことにより泡沫水を生成する。この泡沫水生成手段によって泡沫水が生成される仕組みに
ついて説明する。
【００５６】
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　図７（ａ）は、図１に示した節水コマ１００に対して水吐出管２００から水流を流した
状態を示す図である。図１と同様、内部の水流の状態が分かりやすいように縦断面にて示
している。水流の流れ、空気の流れ、形成される泡沫水を模式的に示している。
【００５７】
　隙間１１１から打ち出された加速水流が勢い良く下流に流れてゆくことによって周回水
流膜２１０の面している空気が巻き込まれて行くが、図７（ａ）に示すように、気圧低下
が生じている周回水流膜２１０の水流が周回水流膜当接体である傘状体２６に当接する箇
所において一気に空気が周回水流膜２１０に引き込まれ、多量の空気が包含された泡沫水
となる。薄い膜状に拡がった状態の周回状の水流膜に対して内面から空気が打ち込まれる
ため、水流膜中に空気泡が均一に拡散してゆくという効果が得られる。その結果、良質な
泡沫水を生成することができる。
【００５８】
　ここで、周回水流膜２１０の内側の密閉空間内に導通孔１２が設けられているため、周
回水流膜内部の密閉空間の気圧が下がると、導通孔１２付近の気圧も下がり、その結果、
通気路２７から導通孔１２を介して外気が供給される。
　周回水流膜２１０が下部において外周方向へ拡がると内部空間が拡張されることとなる
。内部空間が拡張されるとその付近で一気に勢いよく気圧が低下することとなる。このよ
うに気圧が一気に低下する箇所には内部空間の空気が勢い良く打ち込まれることとなる。
もともと薄い水流膜として形成されているため、水流膜に対して内部空間の空気が勢い良
く打ち込まれると多量の空気が包含されることとなる。つまり、細かい気泡が多量に含ま
れた良質な泡沫水となる。
【００５９】
　従来技術の泡沫水生成の仕組みは、水流で充満されている水流管の壁面に設けられた導
通孔から空気が巻き込まれるものが多いが、本発明の節水コマ１００は水流が流れて入れ
も水で満たされずに空気が充満している空気キャビティが設けられるとともに、その空気
キャビティ内に周回水流膜２１０が形成され、水の膜により気密性の維持された密閉空間
を形成し、周回水流膜の方向変化による気圧の低下により勢い良く空気を水流膜に打ち込
むという新しい発想の技術である。また、空気が充満された空間内に薄い膜状に拡がった
水に対して内側から空気を打ち込むので、空気含有量が大きく品質の良い泡沫水を生成す
ることができる。
【００６０】
　また、加速水流の速度が速いほど、周回水流膜２１０の方向変化による気圧の低下が大
きくなるため、水流膜に打ち込まれる空気の速度も速くなり、より一層空気との混合が促
進される。なお、加速水流の側面から内部に打ち込まれた空気は水流中に拡散して均質で
微細な空気泡となる。
【００６１】
　周回水流膜当接体である傘状体２６を通過した泡沫水は筒体２４から流れ出て行く。な
お、周回水流膜当接体である傘状体２６によって、加速状態である泡沫水の速度が手洗い
用などに適度な速度に弱められて下流側に導かれるという効果（速度調整効果）が得られ
るとともに、傘状体２７の角度により、泡沫水の径が拡げられ、手洗い用などに適度な径
に拡張されるという効果（水径調整効果）が得られ、吐出する泡沫水の速度と直径が調整
される。
【００６２】
　ここで、泡沫水が流出する筒体２４の位置・形状・面積を適宜絞ったものとし、泡沫水
が流出しつつも密閉空間内内部の気密性を維持することが好ましい。密閉空間内で生成さ
れた泡沫水は筒体２４から流出していくが、傘状体２６の下部では全面にわたり泡沫水が
占有した状態で流れ出し、外気が密閉空間内に逆流しないようにすれば密閉空間が直接外
気と導通しない状態となる。このように、密閉空間と外気が筒体２４を逆流して導通しな
いものとすることにより、泡沫水が密閉空間から流出しつつも密閉空間内内部の気密性を
維持することができる。
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【００６３】
　発明者高野雅彰は、鋭意研究を重ねる中、形成した周回水流膜に対して内部空間の空気
が勢い良く打ち込まれると細かい気泡が多量に含まれた良質な泡沫水となることを実験で
確認している。
【００６４】
　次に、可動部分の構造が水に接触しないという工夫について述べる。
　本実施例に示した本発明の節水コマ１００の構造は、水流および加速水流の通り道とな
る内部空間浸水構造物と、水流および加速水流には触れない非内部空間浸水構造物に分か
れている。
　図７に示すように、可動機構１３０と、筒体の外周壁面２５と貫通孔１５からなるガイ
ド部１４０が、非内部空間浸水構造物に属しており、それらが水に触れない構造物となっ
ている。
【００６５】
　このように、可動機構１３０とガイド部１４０が、内部の水に接触する部分ではなく、
水に接しない部分である非内部空間浸水構造物、つまり、節水コマ１００において水流を
流した場合でも、水に触れない構造物であるため、スケールと言われる付着物やサビの腐
食などによる劣化が起こりにくく、部材を良好な状態で可動させることができる。
　水に常に触れる状態であれば、金属表面にはいわゆるスケールと言われる付着物が付着
したりサビなどで腐食したりすることがあるが、このように、可動する部材が水に触れな
い構造であればそのような不具合を起こすことはない。
【００６６】
　本発明の技術的範囲を逸脱することなく種々の変更が可能であることは理解されるであ
ろう。従って本発明の技術的範囲は添付された特許請求の範囲の記載によってのみ限定さ
れるものである。
　例えば、可動機構が、ネジ機構であるが他の可動機構であっても良い。
　また、例えば、上記説明ではガイド部が、第１の部材に設けた４つ貫通孔と、当該４つ
貫通孔に貫通させた第２の部材の筒体の外周壁面により構成した例としたが、当該組み合
わせに限らず、第１の部材の何らかの壁面と、第２の部材の何らかの壁面同士を沿わせて
移動制御するものであれば本発明の原理は適用することができる。
【産業上の利用分野】
【００６７】
　本発明は、一般用水道蛇口のみならず、実験室用の水道蛇口、プールで目を洗う水洗蛇
口、シャワーなど水が出るものであれば、その用途に限定されることなく、節水機能と泡
沫機能を適用することができる。



(13) JP 5762425 B2 2015.8.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(14) JP 5762425 B2 2015.8.12

【図５】 【図６】

【図７】



(15) JP 5762425 B2 2015.8.12

フロントページの続き

(56)参考文献  登録実用新案第３１５０５００（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００４－１９７４８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第４３６９９９３（ＪＰ，Ｂ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０３Ｃ　　　１／００－１／１０　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

